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 2005 年５月期決算説明会にて配布しました説明資料をお知らせいたします。 

 

なお、本説明会資料は公認会計士または監査法人の関与はありません。 
また、現時点での入手データを基に作成しております。 
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2005年5月期連結業績概要

20020055年年77月月77日日
アスクル株式会社アスクル株式会社
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ⅠⅠ 20052005年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20062006年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ 持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて

AGENDAAGENDA

3

200200５年５年55月期（前期）の位置付け月期（前期）の位置付け

～2001年5月期
（高成長期）

2002~
2004年5月期
（基盤の磨き込み）

2005年5月期～

ビジビジネスモデルネスモデル
による高成長による高成長

インフラ構築・整備インフラ構築・整備
持続的成長持続的成長

・収益性の向上・収益性の向上

・新規事業への・新規事業への

取り組み取り組み

・バランスのとれた・バランスのとれた
成長と収益性への挑戦成長と収益性への挑戦

・中期における・中期における
成長戦略の実現成長戦略の実現

・高い売上成長率・高い売上成長率
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+8.2

+8.6

+8.5

+1.3

+0.6

+1.8

改善
（対予想）

+13.2100.0144,600100.0127,772売上高

2.6

5.1

5.1

20.0

25.1

売上比

+9.419.428,02225,610販管費

+11.324.735,72832,109売上総利益

+18.55.37,7356,528経常利益

+29.33.04,3053,330当期純利益

+18.65.37,7056,499営業利益

前期比売上比金 額金 額

2005年5月期2004年5月期

％ ％百万円 百万円 ％ ％％

ROEROEはは21.9%21.9%を達成（前期比を達成（前期比 +1.0P)+1.0P)

20052005年５月期業績年５月期業績 －連結（－連結（1212ヶ月累計）－ヶ月累計）－

5

業業 績績 のの 推推 移移
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売上高 ：棒グラフ（左目盛）
経常利益：折線（右目盛）

（注）平成９年５月期までのデータは、プラス㈱アスクル事業部としてのもの

であり、公認会計士または監査法人による関与は受けておりません。

単位：億円

5.1%4.8%4.2%2.4%3.5%4.7%5.2%営業利益率 5.3%

88期連続増収増益期連続増収増益

6

1. 1. 売上高の推移売上高の推移

2. 2. アスクルアリーナアスクルアリーナ ご登録企業数の推移ご登録企業数の推移

3. 3. メディカル＆ケアメディカル＆ケア ご登録施設数の推移ご登録施設数の推移

4.4.オフィスオフィス家具らくまるサービスの推移家具らくまるサービスの推移

売売 上上 高高
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7売上高売上高 = = 購入お客様数購入お客様数 x x 購入お客様単価購入お客様単価

0
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15000

20000
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単位単位::月度月度

02/5期

03/5期

04/5期

329億円
前1Q比 +14.5%

１１..月次売上高の推移月次売上高の推移

05/5期

358億円
前2Q比 +12.2%

前期比前期比 +13.2 %+13.2 %

単位：百万円単位：百万円

350億円
前3Q比 +11.5%

408億円
前4Q比 +14.4%

8

((１１) ) 購入お客様数の推移購入お客様数の推移（（2020日仮締め）日仮締め）
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単位:月度

前1Q比
+13.6%

02/5期

03/5期

04/5期

05/5期

前2Q比
+11.3%

前期比前期比 +11.3%+11.3%

＊＊01/601/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前4Q比
+9.9%

前3Q比
+10.5%
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単位単位::月度月度

前1Q比
+0.8%

20042004年秋冬号年秋冬号
約約680680ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ

平均平均 8.2%8.2%値下げ値下げ

20052005年春夏号年春夏号
約約25002500ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ
平均平均 8%8%値下げ値下げ

＊＊01/601/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

02/5期

03/5期

04/5期

05/5期

((２２) ) 購入お客様単価の推移購入お客様単価の推移（（2020日仮締め）日仮締め）

前2Q比
+0.9%

前期比前期比 +1.7 %+1.7 %

前3Q比
+1.0%

前4Q比
+4.0%

価値創造型価値創造型
ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞへﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞへ
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2.2.アスクルアリーナご登録企業数の推移アスクルアリーナご登録企業数の推移

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--ProPro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ
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単位 : 社 2,733社
（05/05/20時点）

11

３３. . メディカル＆ケアメディカル＆ケア ご登録施設数の推移ご登録施設数の推移
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1/21 5/20 8/20 11/20 2/20 5/20

単位 : 万社

全国26.2万医療・介護施設

ご登録数：約19.6万施設
カバー率：約75 %

メディカル＆ケアメディカル＆ケア カタログカタログ

春の特別号春の特別号
（（’’0505年年３３月発刊）月発刊） 単位:日付

12
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前期 今期

ｵﾌｨｽ家具ｻｰﾋﾞｽ
受注件数の推移

44．オフィス．オフィス家具らくまるサービスの推移家具らくまるサービスの推移

＊前期を＊前期を100100として指数化しております。として指数化しております。

前期比
＋53.1 %
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販売費及び一般管理費（対売上高）の推移販売費及び一般管理費（対売上高）の推移

21.8% 21.7%
20.7% 20.3% 20.0%

19.5%

0%

10%

20%

30%

00/5月期 01/5月期 02/5月期 03/5月度 04/5月期 05/5月期

継続的に改善する売上高販管費率継続的に改善する売上高販管費率

19.4%
（19％台へ）
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ⅠⅠ 20052005年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20062006年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ 持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて

AGENDAAGENDA

15

20062006年５月期年５月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

+11.0100.0160,536100.0144,600売上高

3.0

5.3

5.3

19.4

24.7

売上比

+14.320.032,03028,022販管費

+13.925.440,70335,728売上総利益

+12.05.48,6647,735経常利益

+2.12.74,3974,305当期純利益

+12.65.4８,6727,705営業利益

前期比売上比金 額金 額

2006年５月期見通し2005年５月期実績

％ ％百万円 百万円 ％
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20062006年５月期年５月期 連結業績の見通し（上・下）連結業績の見通し（上・下）

15.33.22,687▲13.42.31,710当期純利益

15.85.84,8927.45.03,772経常利益

16.05.74,8808.45.03,791営業利益

17.319.816,85811.220.115,171販管費

17.025.521,73910.625.218,963売上総利益

12.3100.085,1239.7100.075,412売上高

前期比売上比金 額前期比売上比金 額

2006年５月期下期2006年５月期上期

百万円 百万円 ％％％％

主な上期の投資
（１）海外関連 2.3億円 （２）カタログ関連 4.5億円

17

20062006年５月期年５月期の主の主な施策な施策 他他

11．売上関係．売上関係

・業種・業態別への商品・サービスの深耕・業種・業態別への商品・サービスの深耕
・お客様要望の多様化に対応する商材展開・お客様要望の多様化に対応する商材展開
（（ミラノ、上海ミラノ、上海海外事務所を基盤に商材開発・調達の推進）海外事務所を基盤に商材開発・調達の推進）

２．経費関係（先行投資）２．経費関係（先行投資）
・・ ee－プラットフォーム－プラットフォームの整備の整備
（設備投資（設備投資 ：：CRMCRM、配送システム等の強化）、配送システム等の強化）

・新商品開発、海外調達強化・新商品開発、海外調達強化

３．当期純利益３．当期純利益
特別損失（除却損）および連結調整勘定特別損失（除却損）および連結調整勘定
（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｰﾄ社）等の影響を加味しております。（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｰﾄ社）等の影響を加味しております。

18

ⅠⅠ 20052005年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20062006年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ 持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて

AGENDAAGENDA
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持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて
－－ バランスのとれた成長と収益への挑戦バランスのとれた成長と収益への挑戦 －－

1. 1. ベースの拡大ベースの拡大

2. 2. 新しい価値創造新しい価値創造

３３. . 業態の横展開業態の横展開

４４. . インキュベーションインキュベーション

売 上 経 費

粗 利 収 益

売上総利益率 2525％を％を
基本にコントロール基本にコントロール

ee--プラットフォームの
磨き込み

次のステップへ次のステップへ

営業利益率営業利益率 ７％７％

20

11．ベースの拡大．ベースの拡大
20052005年春夏カタログ年春夏カタログ 発刊発刊

テーマは、
「仕事の効率が上がる、
快適な空間を創る」

そのために必要なのは、
センス+機能+価格

であるとアスクルは考えます。
そんなビジネスシーンに合った
商品を世界中から探し、
ないものは創り、
オフィスに欲しかったものを
取り揃えたのが今回のカタログです。

21

約約25002500ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ ﾌﾟﾗｲｽﾀﾞｳﾝと約ﾌﾟﾗｲｽﾀﾞｳﾝと約650650のｽﾏｲﾙﾊﾞﾘｭのｽﾏｲﾙﾊﾞﾘｭ--
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２．新しい価値創造２．新しい価値創造

グローバルな新しい価値創造プラットフォーム

東京
（ASKUL)

編集・提案

東京
（ASKUL)

編集・提案

ミラノ
（ヨーロッパ）

ミラノ
（ヨーロッパ）

中国
（アジア）

中国
（アジア）

デザインネットワーク

生産・調達

新しい新しい

価値の価値の

創出創出

お
客
様
の
ご
要
望

23
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年　月

数
量

千個

デザイン紙コップ販売数量

お客様との距離を縮めてお客様との距離を縮めて

くれるおもてなしのアイテムくれるおもてなしのアイテム
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33．．業態の横展開業態の横展開
（参考）家具サービスの事業展開（参考）家具サービスの事業展開

１人 ３０人１０人

請
求
単
価

事業所規模

アスクルのお客様に新しい家具サービスをご提供アスクルのお客様に新しい家具サービスをご提供

対面での
従来型納品

大手家具メーカ
営業マンによる
在来型営業

ﾚｲｱｳﾄ・組立・設置・
引取りｻｰﾋﾞｽ

巨大な空白マーケット巨大な空白マーケット巨大な空白マーケット

新たなサービス新たなサービス新たなサービス
お客様が
組立・設置

アスクル
ＲＴＡ家具

20022002年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料

26

成長へのチャレンジ成長へのチャレンジ －－ 家具サービス事業家具サービス事業

0
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15000

20000

96/5期 97/5期 98/5期 99/5期 00/5期 01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期

単位：百万円

Ⅰ試行期 Ⅱ導入期 Ⅲ成長期

オフィス生活用品
としての品揃え
・RTA家具

オフィス生活用品オフィス生活用品
としての品揃えとしての品揃え
・・RTARTA家具家具

更に
オフィスの新設・維
持運営を支援

更に更に

オフィスの新設・維オフィスの新設・維
持運営を支援持運営を支援

20022002年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料

27

成長へのチャレンジ成長へのチャレンジ －－ 家具サービス事業家具サービス事業

0
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10000

15000

20000

96/5期 97/5期 98/5期 99/5期 00/5期 01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期

単位：百万円

Ⅰ試行期 Ⅱ導入期 Ⅲ成長期

オフィス生活用品
としての品揃え
・RTA家具

オフィス生活用品オフィス生活用品
としての品揃えとしての品揃え
・・RTARTA家具家具

更に
オフィスの新設・維
持運営を支援

更に更に
オフィスの新設・維オフィスの新設・維

持運営を支援持運営を支援
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次のステップへ次のステップへ

本格的な事業展開本格的な事業展開

家具サービス事業家具サービス事業

29

消耗品備品 7500億円

文房具市場規模
約1兆4000億円

OA用品市場
オフィス家具市場
飲食品市場
日雑市場
などへの展開

・家具市場
・食材市場
などへの展開

Office向け市場 飲食業界向け市場

店舗数約80万軒

４４. . インキュベーションインキュベーション
（参考）ホール＆キッチン（参考）ホール＆キッチン 誕生の背景誕生の背景 --市場規模市場規模--

当社調査当社調査

30

「アスクル「アスクル ホール＆キッチン」ホール＆キッチン」



2005年5月期 決算説明会用資料
（2005.7.7） 11

31

「アスクル「アスクル ホール＆キッチン」ホール＆キッチン」

32

ｵﾌｨｽｻﾌﾟﾗｲｵﾌｨｽｻﾌﾟﾗｲ（家具ｻｰﾋﾞｽ）（家具ｻｰﾋﾞｽ）

（ﾒﾃﾞｨｶﾙ（ﾒﾃﾞｨｶﾙ&&ｹｱ）ｹｱ）

業態の横展開

持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて

新しい

価値創造

ベース
の拡大

（ﾎｰﾙ（ﾎｰﾙ&&ｷｯﾁﾝ）ｷｯﾁﾝ）

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ

33

持続的な成長に向けて持続的な成長に向けて
－－ バランスのとれた成長と収益への挑戦バランスのとれた成長と収益への挑戦 －－

1. 1. ベースの拡大ベースの拡大

2. 2. 新しい価値創造新しい価値創造

３３. . 業態の横展開業態の横展開

４４. . インキュベーションインキュベーション

売 上 経 費

粗 利 収 益

売上総利益率 2525％を％を
基本にコントロール基本にコントロール

ee--プラットフォームの
磨き込み

次のステップへ次のステップへ

営業利益率営業利益率 ７％７％
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アスクル 新大阪センター開設予定
（平成18年９月予定）

総投資予定額：約総投資予定額：約3333億円（リース契約含む）億円（リース契約含む）
20062006年５月期に発生する費用はございません。年５月期に発生する費用はございません。

大阪府大阪市此花区北港緑地大阪府大阪市此花区北港緑地

二丁目１番二丁目１番1010号号

総坪数総坪数 約約22,00022,000坪坪

35

ﾌﾙﾌｨﾙﾒﾝﾄを伴った電子商取引ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

お客様 サプライヤーサプライヤー

販売
エージェント

販売
エージェント

ロジスティックスロジスティックス

アスクル・インターネットショップﾟ

e-プロキュアメントサイト

シンクロマートシンクロマート

（（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報共有情報共有ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ））

シンクロエージェントシンクロエージェント
（営業支援システム）（営業支援システム）

e-プラットフォームの磨き込み

0606年年55月期月期 設備投資額設備投資額 3636億円億円
合計合計償却費償却費1515億円（含む新規億円（含む新規33億円）億円）

ｺｰﾙｾﾝﾀｰｺｰﾙｾﾝﾀｰ

新ｼｽﾃﾑ新ｼｽﾃﾑ

配送ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑ配送ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑ

医薬品・医療機器医薬品・医療機器
取扱い取扱いｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

36

ＩｎｎｏｖａｔｅＩｎｎｏｖａｔｅ

ｆｏｒｆｏｒ ＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒ

アスクル株式会社の理念

お客様のために

進化するアスクル
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お知らせお知らせ －株主の皆様へ－－株主の皆様へ－

■■株式分割株式分割 １対２１対２ （基準日（基準日2005.11.20)2005.11.20)
（目的）（目的）
当社株式の流動性の向上及び投資家層の拡大当社株式の流動性の向上及び投資家層の拡大

■■20052005年５月期年５月期 期末配当予想修正期末配当予想修正
１株当たり配当金１株当たり配当金 1010円円→→2020円円
ただし、ただし、20052005年年88月月55日開催の定時株主総会決議を前提とします。日開催の定時株主総会決議を前提とします。

[[今後の配当方針今後の配当方針]]
・安定した財務体質の確立に重点を置き内部留保優先・安定した財務体質の確立に重点を置き内部留保優先
・業績に応じた安定的な配当・業績に応じた安定的な配当
・配当性向は・配当性向は10%10%を下回らないを下回らない

38

ご清聴ありがとうございました。

（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。
これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が
計画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素
によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。


